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出版モデルとプラットフォームを 
選定する際のニーズ 
 主に日本を拠点とするジャーナルとしての将来性を

考える場合、どんなニーズが求められるでしょうか。

まず、効率的かつ信頼性の高い最新の出版システムと

プラットフォームが必要になります。また、ビジビリ

ティやジャーナルと学会の注目度を高めることも重要

であるため、著者が満足できるスムーズで効率的なジ

ャーナル刊行が必要になります。さらに、自分たちの

ジャーナルにより多くの読者を獲得し、一層の成功を

収めるために、索引データベースへの収録も必要にな

るでしょう。PubMed Central や PubMed への収録、

インパクトファクターの付与あるいは向上、さらによ

り多くのオーディエンスからコンテンツを集めたいと

考えるでしょう。 

 

プラットフォーム選定の検討事項 
 プラットフォームを検討する際に考慮すべきことが

幾つかあります。 

 第一に、著者が場所や論文の内容を問わず、簡単に
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投稿できることが求められます。論文中にデータセッ

ト、3D 画像、動画、ウェブサイトが含まれる可能性

もあるので、この種のコンテンツに対応できる投稿シ

ステムが必要です。また、査読者の推薦あるいは除外、

論文の分野やキーワードの選定、ライセンス条件への

合意、さらにオープンアクセス（Open Access、以下

OA）出版社の場合には、著者にとって許容範囲と思

われる費用負担に合意できるようにするなど、自分の

論文に関連する情報を提供できる仕組みも必要です。 

 第二に、論文が投稿された後、効率的にピアレビュ

ーを進める必要があります。そのためには、オンライ

ンでのピアレビューモデルを支援するプラットフォー

ムが必要です。ピアレビューには、シングル/ダブ

ル・ブラインド、オープンピアレビューなどさまざま

なモデルがあり、それ以外の方法も存在します。また、

編集者が査読者を選定し、レターを送付するための適

切なツールが必要です。ピアレビューのプロセスにお

いて編集者が行わなければならないすべての作業と、

彼らの意思決定に必要なすべての支援ツールが一つの

システムに統合されていなければなりません。また、

利益相反や剽窃などもチェックできるようにしておく

必要があります。最近では、同姓同名の著者を区別し

て、自分たちが今どの著者を扱っているのか確認でき

る ORCID のようなツールも数多く存在するので、こ

うしたツールをシステムに組み込むことも非常に重要

です。さらに、著者の側も採否までにどの程度の時間

がかかるのかをオンラインで確認したいと思っている

ため、著者自身で論文審査の進捗状況を追跡できるよ

うにする必要があります。 

 第三に、プラットフォームではコンテンツを美しく

表示することが求められるので、興味深いコンテンツ

を強調したり、追加情報を提供できる仕組みを備えて

いなければなりません。例えば、ジャーナル情報の横

に学会情報を追加したいという場合は、その機能を備

えたウェブサイトが必要です。また、ウェブサイトは

検索エンジンから容易に見つかるものでなくてはなら

ないので、そのための最適化を行い、誰かが Google

にクエリーを入力すれば、検索で極めて簡単にジャー

ナルがヒットするようにします。さらに、出版形態に

合ったウェブサイトを構築する必要があります。

BioMed Central など幾つかのジャーナルでは、通常、

論文は受理後ただちに出版され、その年の最初の論文

から最後の論文までをまとめて連続的な一つの巻とし

ます。しかし、BioMed Central の一部のジャーナル

を含むその他の雑誌には、号ごとに発行するものもあ

ります。また、論文集や特別号などもあります。その

ため、どのような形で出版されても、個々のジャーナ

ル特有の要件に対応できるプラットフォームが必要と

なります。Web2.0 を用いた活動も盛んなため、

CiteULike、Mendeley、Twitter、Facebook など多

様な手段で論文を共有できる選択肢や、読者が論文に

ついてコメントできる機能も求められます。こうした

点をウェブサイトに組み込まなければなりません。 

 最後に、プラットフォームの普及やアクセシビリテ

ィも考慮する必要があります。プラットフォームに関

しては、ほかにも技術的な問題があります。例えば、

XML、PDF、印刷、リポジトリのための DTD エク

スポート、モバイルフォーマットなどへの対応です。

さらに、PubMed、PubMed Central、Scirus、なら

びにアーカイブサービスや索引サービス、リポジトリ

に向けたデータフィード、および他の顧客や図書館に

対しエクスポートする機能も必要です。出版社に優れ

た技術チームがいて、こうした作業を最後までサポー

トし、煩わしさを軽減してくれるかどうかも確認して

おく必要があります。もちろん、論文を幅広く配信し、

可能な限りアクセスを高めるため、論文アラート、

eTOC、検索結果の保存、RSS フィード、個人の文献

管理ツールへのエクスポートといった他の配信の仕組

みもウェブサイトに組み込まねばなりません。さらに

非常に重要な点として、論文単位で指標を測定してい

る人々のために、インパクトファクターだけでなくツ

イート回数やブログ引用回数などもシステム内に取り

込む必要があります。 

 当然のことながら、状況は絶えず変化しています。
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ジャーナルやデータの移行に取り組むと同時に、現在

進行中のさまざまな取り組みをフォローするスタッフ

を確保し、出版界の多様な取り組みのすべてに沿った

形でシステム開発を続けられるようにしていく必要が

あります。すべての論文が CrossRef や DOI の規格

を満たし、著者同定を可能にする ORCID、研究論文

と同時に研究データも公開するオープンデータ、その

他の現在開発中の取り組みや規格に沿わなければなり

ません。自分たちのジャーナルが遅れをとらないよう、

サプライヤーや出版社がこうした取り組みに追随して

いるか確認する必要があります。 

 以上がプラットフォーム選定上の検討事項であり、

BioMed Central はこれらすべてを提供できます。 

 

出版モデル選定の検討事項 
 次に、出版モデル選定上の検討事項に移ります。購

読モデルと OA モデルのどちらで出版するかを決める

際に、どんな点を検討すればよいでしょうか。 

 OA モデルには、アクセス障壁がありません。コン

ピュータを持ちインターネットにアクセスできる人な

ら、誰でも OA コンテンツにアクセス可能です。また

出版社は、コンテンツに対し独占権を持ちません。コ

ンテンツに対する権利は著者が保持しつつ、その利用

を広く許諾しているため、正しく引用する限り、誰も

が好きなようにデータを再利用できます。大抵の場合、

OA 出版に要する出版社のサービスコストを賄うため、

Article-Processing Charge（以下、APC）と呼ばれ

る料金がかかります。 

 一方で、購読モデルでは購読料によってコストが賄

われるため、APC は発生しません。しかし、図書館

を通じて、または個人で購読する人はジャーナルを入

手できますが、購読料を支払わない人はアクセスでき

ません。また、コンテンツに対する権利は出版社が保

持します。 

従って、学会として出版モデルを選ぶ場合、ジャーナ

ルに対し幅広いアクセスを求めるか、つまりビジビリ

ティを高めたいかどうかが問題となるでしょう。もし

それを望むのであれば、OA モデルは理想的な手段と

いえます。 

 

OA 出版の近年の進展 
 2012 年のオープンアクセスに関しては、現在、

DOAJ（Directory of Open Access Journals）上に

7,800 誌以上のジャーナルが掲載されており、そのう

ち 1,200 誌以上がトムソンロイターの Web of Sci-

ence に収録されています。トムソンロイターは来週

新たなインパクトファクターを発表する予定なので、

この数はさらに増加する見込みです。 

 ここ数カ月、世界の出版界ではオープンアクセスに

関して非常に多くの議論が行われてきました。例えば、

800 億ユーロの研究費用を提供する欧州委員会は、研

究結果に関する出版物をすべてオープンアクセスで入

手可能にする必要があると定めています。アメリカで

は、ホワイトハウスのウェブサイト上に、公的助成研

究成果に対しオープンアクセスの義務付けを求める嘆

願書が掲載されました。この嘆願で政府を動かすには

2 万 5,000 人の署名が必要でしたが、4 週間で署名数

は 2 万 7,000 人に達し、今も増え続けています。今

後数日間で、さらに数は膨らむでしょう。また、カリ

フォルニア大学サンフランシスコ校は、研究論文への

市民の自由なアクセスを可能にする政策を実施してお

り、オープンアクセスを義務付けたアメリカ最大のキ

ャンパスとなっています。 

 オープンアクセスについて詳しく説明すると、ビジ

ネスモデルが異なるという点を除けば、OA 出版も購

読モデルと何ら変わりません。同じように索引収録、

編集長、ピアレビュー、編集委員会があります。時に

は、購読ジャーナルより OA の方が安くなることもあ

ります。OA ジャーナルは一般に統一された APC で

すべての費用を賄いますが、購読ジャーナルの中には、

掲載料やカラー印刷代が必要なものがあり、時には非

常に高額になるものもあるためです。また、幅広いア

クセスを得るために電子版は必須ですが、OA ジャー

ナルを印刷することも可能です。従って、学会が会員
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や特定の配布先向けにジャーナルを印刷したいという

希望がある場合、OA ジャーナルを印刷することに何

ら問題はありません。 

 大手 OA 出版社が 2000～2011 年に出版した論文数

の推移を見ると、BioMed Central、PLoS、Hindawi

をはじめオープンアクセスは急激に成長しており、

2012 年もほぼ同じ割合で伸び続けています（図 1）。

日本でも、オープンアクセスは急速に増加しています

（図 2）。2009～2011 年に BioMed Central、PLoS、

Hindawi から発表された日本の論文数を比較すると、

BioMed Central は他社を上回っていますが、今後も

さらなる高みを目指して真摯に取り組んでいくつもり

です。過去 6 年間の日本からの BioMed Central への

投稿数と出版数を見ても、2010～2011 年の間に投稿

数が飛躍的に増加しており、これが 2012 年の出版論

文数に反映されています。ピアレビューに時間がかか

るため、出版までに多少の時間差があるのです。 

 

学会の検討事項 
 続いて、どのプラットフォームに移行するかという

ことや目標を考える際に、学会が自分たちのジャーナ

ルに関して検討すべき事項について話します。一つ考

えるべき点は、学会は国際的な知名度向上を目指して

いるということです。従って、海外の著者が投稿しや

すいプラットフォームで、かつ適切なカスタマーサポ

ートを受けられるという点が重要になるでしょう。ま

た世界的なビジビリティも求めているため、PubMed 

Central などコンテンツ検索に使用されるすべてのリ

ポジトリに確実に収録されるとともに、Google など

の検索エンジンで自分たちのジャーナルがヒットする

必要があります。自分たちのジャーナルに関心を持つ

であろうすべての人に、国際的なレベルで十分なマー

ケティングが行われること、また国際会議で興味を持

つすべての研究者の目に触れることも大切でしょう。 

 OA ジャーナルのビジビリティをお伝えするため、

過去 30 日間に BioMed Central ウェブサイトで最も

アクセス回数が多かった論文トップ 5 を例に出すと、

そのうち最もアクセス回数が多かった論文は 5 月 21

日に発表されたもので、現在までに 12,600 回のアク

セスがありました（図 3）。第 5 位の論文はさらに印

象的で、6 月 11 日に発表されて 3～4 日後には既に

6,159 件のアクセスを獲得しています。 

 これほどアクセスが多いのは、BioMed Central の

（図 2） 
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プラットフォーム閲覧数が 1 カ月当たり 2,900 万回

に上るからです。1 カ月のユーザーセッション数は

500 万回です。当サイトには 140 万人の登録ユーザ

ーがいますが、登録せずともウェブサイトを訪問でき

るため、当サイトを訪れる人の多くは登録ユーザーで

はありません。また、e メールによる隔週刊行のニュ

ースレターの配信を希望している人は 40 万人に上り、

当社のウェブサイトには毎月 1 万 5,000 人の新規登

録があります。これほど多数のアクセスを集められる

理由の一つは、オープンアクセスであるため当社のペ

ージが Google でインデックス登録されやすいからで

す。Google での当社のページランクは 8 位ですから、

私たちのジャーナルは検索結果の 1 ページ目に掲載

されます。そのため閲覧者は、他のジャーナルより私

たちのウェブサイトに多く誘導されるのです。 

 学会が採用するモデルとプラットフォームを検討す

る際に考慮すべき点の二つ目は、大手索引サービスに

収録されることです。OA 出版社から刊行すれば、ほ

ぼ自動的に PubMed と PubMed Central に収録され

ます。中には素行に問題のある OA 出版社もあり、

PubMed は彼らが承認しない出版社を幾つか除外し

ているため、索引収録は完全に自動的に行われるわけ

ではありません。しかし、BioMed Central、PLoS、

Hindawi といった大手 OA 出版社はすべて自動的に

PubMed と PubMed Central に収録されます。 

 当社のジャーナルは、トムソンロイターの Web of 

Science のインパクトファクター付与についてもよい

結果を収めています。当社は現在 237 誌のジャーナ

ルを刊行しており、その多くはトムソンロイターから

歴史が浅いとみなされています。しかし、現在 125

誌が Web of Science に収録されており、55 誌につい

ては収録検討中です。過去 2 年間、私たちに対し下

された決定の 80％が受理だったことを踏まえると、

これは非常に優れた成果だと思います。 

 注目すべき興味深い点として、各分野で被引用率が

最も高いジャーナルの幾つかが、得てして OA ジャー

ナルであることが挙げられます（図 4）。2010 年の

JCR（Journal Citation Reports）に発表された OA

ジャーナルの被引用回数トップ 10 では、Nucleic 

Acids Research が 7.8、Environmental Health Per-

spectives が 6.08、PLoS Genetics が 9.5 のインパク

トファクターを獲得しています。いずれも高い数値で

す。Nucleic Acids Research の 2010 年の被引用回数

は 10 万回以上でした。Web of Science に占める OA

の割合は増加しつつあります（図 5）。2002 年には

Web of Science におけるシェアは 2％未満でしたが、

現在は 8％、また収録された OA ジャーナルの数も急

激に増加しています。 

 学会が考慮すべきもう一つの検討事項は、質の高い

コンテンツを集めることです。私たちの経験上、購読

モデルから OA モデルに移行した場合、それが定評あ

るジャーナルであれば、移行後も投稿論文数は安定し

た推移をたどり、多くの場合は劇的な増加が見られま

す。 

（図 4） 

4

被引用回数トップ10のOAジャーナル(2010年）

ジャーナル 出版社 論文数 被引用回数
インパクト

ファクター

Nucleic Acids Research OUP 1,101 100,444 7.836 

Optics Express Optical Soc. America 2,943 46,603 3.749 

PLoS One PLoS 6,714 42,795 4.411 

Environmental Health Perspectives US Dept. Health & Hum. Sci. 270 26,173 6.087 

Emerging Infectious Diseases Centers for Dis. Control & Prev. 332 20,276 6.859 

PLoS Biology PLoS 214 18,453 12.469 

World Journal of Gastroenterology Baishideng Publishing Group 813 15,119 2.240 

Atmospheric Chemistry and Physics Copernicus 751 14,776 5.309 

PLoS Genetics PLoS 458 13,327 9.543 

BMC Bioinformatics BioMed Central 690 12,653 3.028 

(Sources: Journal Citation Reports 2010, DOAJ)
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OA 出版に移行したジャーナルの 
ケーススタディ 
 最初のケーススタディは、BioMed Central に初め

て移行した学会誌です（図 6）。「Acta Veterinaria 

Scandinavica」というスカンジナビアのジャーナル

で、2006 年に移行しました。創刊 50 年の歴史を持

ち、BioMed Central に移行した当初の投稿数は少な

かったものの、オープンアクセスに移行し過去 5 年

で投稿数が急激に増加しました。インパクトファクタ

ーはさらに目覚ましい向上を見せ（図 7）、移行当初

は 0.37 だったものが現在では 1.2 と 3 倍以上に伸び

ています。来週またインパクトファクターが上がるの

ではと期待しています。 

 このジャーナルの編集長によると、ビジビリティの

向上によって、過去に例のなかったような国からの投

稿が大幅に増え、どの論文を受理するか選べるように

なった結果、ジャーナルの質を高めることができたそ

うです（図 8）。より多くの人がジャーナルを読み、

投稿できるようになり、学会は以前より質の高いコン

テンツを発表できるようになりました。 

 2 番目の例は、Society of Cardiovascular Mag-

netic Resonance（SCMR 学会）の機関誌である

「Journal of Cardiovascular Magnetic Resonance」

です（図 9）。長年、購読モデルだったこのジャーナ

ルは、2008 年に移行した当時のインパクトファクタ

ーは 2.15 でしたが、2010 年にはこの数字が 4.33 に

上昇しています。 

 

まとめ 
 現在、多くの学会誌が OA 出版に移行しています。

実際、当社のポートフォリオの約 4 分の 1、また当社

が新たに刊行予定のジャーナルの大部分が学会誌であ

（図 7） 
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り、これらは OA 出版への移行途上にあるか、もしく

は学会が OA モデルで立ち上げた新たなジャーナルで

す。 

 学会が当社を選ぶ理由として、（1）より広範囲に

普及でき国際的な展開の幅が広がること、（2）投稿

論文および出版論文の数と質を高められること、

（3）書誌計量学的な評価やインパクトファクター向

上のため、（4）所属機関や助成機関から OA 化を求

められていることが挙げられます。著者、査読者、編

集者、読者のすべてのニーズや出版界に生じつつある

さまざまな変化に対応できる、信頼のおける専門性の

高い発展的なプラットフォームが求められているので

す。 


